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11月25日と26日、浪江町地域スポーツセンターに

て、復興なみえ町十日市祭が開催されました。

十日市祭が町内で開催されるのは震災後初めての

ことで、この日は福島県主催の「ふるさとの祭り

2017in浪江」と「福島ロボットテストフィールドプ

レOPEN祭ドローンフェスタ2017in浪江町」も同時

開催され、会場全体が大いに盛り上がりました。

ステージイベントでは、浪江町出身の民謡歌手原

田直之さんやお笑いタレント母心さんによるライブの

ほか町内芸能団体による演芸などが披露され、会場に

は大堀相馬焼陶芸教室、浪江町名店コーナーを始め、

なじみの露店約100店が立ち並び、浪江小・津島小学

校、浪江中学校や各自治会による作品展示、ホール内

外に各種ブースが設置されるなど、盛りだくさんのイ

ベントに終日多くの来場者で賑わいました。

両日とも好天に恵まれたこともあり、２日間で約

３万人の来場がありました。

優勝チーム　Team  SSB

浪江町復興事業協同組合様（会長　鈴木仁根

様）から「町内で開催される十日市祭に役立て

てほしい」との思いから浪江町に寄附をいただ

きました。

ありがとうございました。

十日市祭開催に
寄附をいただきました
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

優勝チーム　Team  SSB

紺野廣邦さん

11月９日、浪江町役場町長室にて、平成29

年度全国地域安全運動中央大会において防犯

栄誉銀章を受章された君島勝見さんが受章報

告をされました。

君島さんは長年にわたる防犯功労により表

彰され、現在も浪江地区防犯指導隊長、浪江

町防犯見守り隊長を務められており、浪江町

内および二本松市内において、率先して防犯

活動を続けられています。

福島県からは、君島さんを含め、個人９名

と１団体が表彰されました。

この度の受章、おめでとうございます。

（故）戸浪淑雅さんのご遺族

11月３日、浪江町地域スポーツセンター会議

室にて、紺野廣邦さんへの叙勲伝達式が行われ
ました。

紺野さんは、平成元年４月から３期12年にわ

たり浪江町議会議員を務められ、地域自治振興

に尽力されました。その功績により、「旭日単光

章」を受章されたものです。

11月29日、浪江町役場町長室にて、（故）戸浪

淑雅さんへの叙勲伝達式が行われ、ご遺族が出

席されました。

戸浪さんは、昭和56年４月から４期16年にわ

たり浪江町議会議員を務められ、地域自治振興

に尽力されました。その功績により、「旭日単光

章」を受章されたものです。
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11月19日、第29回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

（ふくしま駅伝）が開催され、53チーム（全59市町村）が

白河市カタールスポーツパークから福島県庁までの16区間

94.8㎞を競い合いました。

浪江町は昨年と同じく町の部９位入賞、全体では一つ順

位が上がり26位でした。

選手は合宿と月１回の合同練習を経て、個人の走力と

チームの団結力を高め、全力で走り抜くことができました。

皆さまの応援ありがとうございました。

11月22日、（一社）福島県造園建設業協会相双支部様のご厚意に

より、ふれあいセンターなみえ敷地内の緑化奉仕作業が行われま

した。

震災以降、手入れがされていなかった植栽やシラカシなどの高

木類の剪定もしていただきました。

11月21日、浪江町役場二本松事務所にて、第５回全国小・中学校リズムダンスふれあいコンクール全国大会

（小学校部門）に出場する浪江小学校・津島小学校の出場報告会が行われました。

このコンクールは、内閣府や文部科学省が後援する「子供たちの豊かな人間形成や体力向上」を目的とした大会

で、この度、浪江小学校・津島小学校の児童の皆さんが予選を通過し、12月26日に東京で開かれる全国大会に出

場することになりました。

児童の皆さんは、教育長を始め、多くの町民の前で創作ダンス「んだげんちょ」を元気に披露し、大会出場への

意気込みを伝えていました。

●伝統料理●
「鮭ご飯・紅葉汁」の講義

●先端技術●
「ドローン」操縦体験・レース
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11月12日、浪江町地域スポーツセンターにて、地域創造シ

ンポジウムin浪江が開催されました。

パネルディスカッションでは、宮口副町長、スポーツコメ

ンテーターの鈴木尚広さん（元読売巨人軍・相馬出身）を始

めとするパネリストが、それぞれの立場からできる地域の活

性化、交流人口の拡大、地域の創造などについて、意見を出

しました。

11月15日、浪江町役場本庁舎大会議室にて、本宮市区長

会連絡協議会と浪江町行政区長会の意見交換会が開催され

ました。

浪江町行政区長会長から避難者支援に関するお礼の挨拶、

町から浪江町の現状等について説明をした後、浪江町の復興

状況や本宮市民と浪江町民との交流などについて意見交換が

行われました。

11月11日、二本松市岳下住民センターにて、浪江ふ

るさと体験教室が開催されました。

この教室は、浪江町に縁のある子供とその保護者を対

象に開催され、浪江町の伝統工芸「大堀相馬焼」の陶芸

教室や、伝統食の「鮭ご飯・紅葉汁」の講義と食事、相

双地区で進められている「イノベーション・コースト構

想」による新しいロボット技術であるドローン操縦体験

を行い、参加者全員がふるさと浪江町の良さに触れ、絆

を深める機会となりました。

●伝統料理●●伝統料理●
「鮭ご飯・紅葉汁」の講義「鮭ご飯・紅葉汁」の講義

●先端技術●●先端技術●
「ドローン」操縦体験・レース「ドローン」操縦体験・レース

●伝統料理●
「鮭ご飯・紅葉汁」の講義

●先端技術●
「ドローン」操縦体験・レース ●伝統工芸●

「大堀相馬焼」陶芸教室



12月３日、浪江町役場本庁舎において、立命館大学大

学院応用人間科学研究科による「東日本・家族応援プロ

ジェクト」として、同科教授の団士郎先生による漫画

トークが開催されました。あわせて、本庁舎ロビーでは

家族漫画の展示がありました。

漫画トークでは、団先生が「家族理解」をテーマに、

実話をもとに描いた漫画を題材として話を進め、その題

材に対して参加者同士が意見交換するなど、参加者は、

人の代わりにしてあげるのではなく、自分でできるよう

に応援するという支援の在り方、人の気持ちや立場を察

することの大切さなどについて理解を深めました。

12月８日、浪江町地域スポーツセンターにて、年末年

始における事件事故防止活動出動式が行われました。

出動式後、金融機関や浪江町内の路上において防犯・

交通安全啓発活動が実施され、犯罪抑止と事故防止を呼

び掛けました。

交通事故が多くなる季節です。交通ルールを守り事故

防止に努めましょう。
出 動 式出 動 式出 動 式

防犯啓発活動 交通安全啓発活動
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